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　同一重力計による繰り返し測量の結果を下図に示す。 いずれもBM－9402（沼津市）を不動と仮

定している。測定機材はスケール誤差，周期誤差，地磁気方位誤差等を補正済みの2台のラコステ

重力計である。測定精度は10μgalと見積もっている。以下の特徴が認められる。

（1）1993年10月ごろから開始したと思われる異常隆起に対応して顕著な重力減少が認められた(第

　1図（a)）。第1図（b),(c）に示した過去2年間の変動量の2倍の大きさである。これは1989年の

　海底噴火の際の変動量（第1図(d)；最大で一34μgalであった）と，同程度かそれを上回ってい

　る。変動域は1989年のときより広範囲（面積で約4倍）である。

（2）一40μgalの変動域（第2図(a）)は，1989年の海底噴火の際に想定されたマグマだまり1）(深

　さ10km；第2図（b)のlnflation)から手石海丘へと次第に深部から浅部に伸びているように見え

　る。
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　　 第1図　伊豆半島の重力時間変化

FIg.1　 Gravity　Changes in　the　Izu　Peninsula.
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第2図　 (a)最近の重力変化（第1図（a)と同じ), (b)1989年 海底噴火時の重力／水準／辺長変化を説

　　　　明する地殻変動モデル1）

Fig.2　(a)Recent　Gravity　Change (same　as  Fig.1(a)). (b)Crustal 　Movement　Model　for　the 1989

　　　 Submarine　Eruption　and　Earthquake　Swarm1)
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